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設定書
ハ ン ド ア ウ ト

 アオ 
 

アオのプレイヤー以外は、 

絶対に内容を読まないでください 
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アオ 

陽気
よ う き

で自由奔放
じゆうほんぽう

なメイド妖精。主な業務は雑用全般。 

みんなより少し後輩なので、いいようにコキ使われている。 

あなたの行動 

あなたの行動には、他の人に知られたくない秘密
ひ み つ

があります。 

ビックリして顔や口に出してしまわないように、気を付けて読んでいきましょう。 

～１３：００ （全員共通） 

【休憩室】 

午前の仕事が終わり、アカ・アオ・ミドリ・ムラサキの４人は休憩室で休憩していまし

た。 

１３：００～ 

【休憩室】 

１３時の鐘
かね

が鳴りました。お仕事の時間です。 

 

それぞれが部屋から出ていこうとすると、レミリアお嬢様が休憩室に入ってきて、 

「ムラサキ、ちょっと残ってくれない？」とムラサキだけを引き留めました。 

気になったので後でムラサキに何の用だったのか聞いてみようと思いつつ、自分のお仕

事に向かうことにしました。 

 

【休憩室→倉庫→厨房】 

午前中にムラサキに「砂糖が切れているから補充
ほじゅう

しておいて」と言われていたので、ま

ずは砂糖の補充です。 

倉庫に行くとミドリが倉庫の整理をしていました。ミドリに「砂糖を持っていくねー」

と声をかけると、こちらを振
ふ

り返らず声だけで「分かった」と返事がありました。 

砂糖の棚
たな

から一袋
ひとふくろ

持って厨房に行き、空になっていた砂糖の瓶
びん

に袋の中身を流し込みま

した。瓶は一袋入れるとちょうど満杯
まんぱい

になります。袋をごみ箱に捨てて、厨房を後にしま

した。 
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１３：３０頃～ 

【厨房→休憩室→倉庫】 

重労働（運搬
うんぱん

）で疲れたので少し休むため、一度休憩室に戻りました。 

しばらく休んだ後、もう一度厨房へ。すると、さっきはいなかったムラサキが何か作業

をしています。 

声をかけると、ムラサキは慌
あわ

てた様子で冷蔵庫
れ い ぞう こ

を閉めました。 

そのままムラサキは、「アオ、ちょっと倉庫で備品を数えるのを手伝って」と言うと、

アオの手を掴
つか

んで倉庫まで無理矢理引きずっていきました。 

１４：００～ 

【倉庫】 

ちょうど倉庫に入ったとき、１４時の鐘
かね

が鳴りました。入れ違いで、ミドリが倉庫から

出ていきました。 

ムラサキから「そっちの棚の備品数えて」と言われたので、仕方なく備品の数を数える

仕事を始めました。 

作業をしばらく続けていると、ミドリが倉庫に帰ってきました。ムラサキは奥
おく

で作業に

集中しているようです。チャンスだと思い、倉庫から逃げ出すことにしました。 

１４：３０頃～ 

【倉庫→休憩室】 

再度休憩室に戻ると、アカがいました。なんだかとても調子が悪そうです。 

「どうしたの？ 大丈夫？」と声を掛けると、「ちょっと気持ち悪くて。■食堂の掃除

がまだ終わってないの。代わりにやっておいてくれない？（■の部分は聞き取れなかっ

た）」と言われました。 

面倒
めんどう

だなと思いましたが、アカは本当に調子が悪そうなので、仕方なく「わかった」と

返事して、休憩室を出ました。 
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【休憩室→厨房】 

そのまま食堂の掃除に行く気分ではなかったので、先に厨房へ。さっきムラサキが冷蔵

庫に隠したものが気になります。冷蔵庫を開けてみると、中からクッキーが出てきまし

た。 

なんで冷蔵庫にクッキー？ と不思議に思いましたが、甘
あま

い香
かお

りに抗
あらが

えず、気がついた

らクッキーは全てアオの口の中に納
おさ

まっていました。口の中に、クッキーに入ったチョコ

チップのほろ苦い甘さが広がりました。 

 

【厨房→大食堂】 

食べてしまったものは仕方ありません。気を取り直して、頼
たの

まれた掃除
そ う じ

に向かいます。 

でも、掃除を頼まれた食堂が、大食堂と小食堂のどちらだか分かりません。とりあえず

大食堂の方に入ってみます。すると、皿などは片付いていますが、汚
よご

れが残っており掃除

が終わっているとは思えない状態です。 

掃除を頼まれたのは大食堂でよかったのだなと思い、掃除を始めました。しかし時間が

足りず、床の清掃までは手が回りませんでした。 

１５：００ （全員共通） 

【→休憩室】 

１５時の鐘
かね

が鳴り、休憩室に戻ると、メイド長の咲夜さんがいました。 

咲夜さんから厨房にあったレミリアお嬢様のおやつがなくなったことを聞きました。 
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あなたは冷蔵庫に入っていたクッキーを食べてしまいました。 

犯人として投票されないよう、なんとかして逃げ切りましょう。 

あなたの目標 

投票で自分が最
さい

多票
たひょう

にならない ： ５点 

████を███████ことを自分から白状する ： ３点 

████を██████ことを自分から白状する ： ２点 

※ 「███」の部分はエンディングで公開されます。 

※ 「自分から白状する」は、他の人に先に指摘
し て き

されてしまうと得点になりません。 

行動のヒント（この通りに行動しなくても構いません） 

厨房でクッキーを食べてしまったことがバレないように、厨房に１４：３０以降に行っ

たことは隠
かく

しましょう。幸
さいわ

い、あなたは１４：３０以降はアカの指示で食堂清掃
せいそう

をしてい

たことになっています。嘘
うそ

をつくことはそんなに難しいことではないはずです。 

 

しかし、あなたは自分が気づいていないことも含めて、幾
いく

つか失敗をしています。これ

らを他の人に指摘されるのは咲夜の心証
しんしょう

が悪いので、自分から謝
あやま

ってしまいましょう。

と言っても、何について謝ればいいのか、今のあなたには分かりません。あなたが正しく

謝るためには、まずあなたは自分が何をしてしまったのかを他の人よりも早く気が付く必

要があります。積極的
せっきょくてき

に情報
じょうほう

収 集
しゅうしゅう

を行い、何をしてしまったのかを探
さぐ

っていきましょ

う。 

 

また、素直に情報を出して謝ってしまった方が、結果的に疑
うたが

われる可能性
か の うせ い

も低くなりま

す。本当に隠さなければならない情報を見極
み き わ

めたうえで、そうでないと感じた情報は

積極的
せっきょくてき

に出していきましょう。そうして他の人の信用を得ることが、結果的に勝利につな

がります。 
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時系列 

 


